
本
稿
は
、
当
初
の
平
安
京
が
の
ち
の
平
安
京
と
は
異
な
る
姿
で
あ
っ
た
と
解

す
る
瀧
浪
貞
子
氏
の
学
説
│
「
第
一
次
平
安
京
」
説
│
を
再
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
は
平
安
宮
・
京
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
考
古
学
と
文
献

学
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
有
用
な
成
果
を
共
有
し
て
宮
都
研
究
が
進
展
し
て
き
た
流

れ
と
、
現
在
も
残
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な
自
覚
が
「
第
一
次
平

安
京
」
説
の
再
検
討
に
は
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
当
該
学
説
に
直
接
関
わ
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
本
稿
で
は
儀
礼
研

究
・
古
記
録
研
究
の
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
関
係
史
料
を
読
解
し
た
。
そ
の

結
果
、
最
大
の
根
拠
と
な
る
『
山
槐
記
』
記
事
中
に
お
け
る
中
山
忠
親
の
主
張

は
、
京
中
賑
給
が
実
態
を
失
い
、
賑
給
使
定
が
書
式
上
の
問
題
に
過
ぎ
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
起
因
し
て
、
行
事
内
容
か
ら
逸
脱
し
た
都
城
認
識
の
自

問
自
答
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
単
に
「
昔
」
と
し
か
記

さ
な
い
主
張
は
厳
密
な
歴
史
認
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
平
安
京
の
変

貌
を
証
言
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
点
は
、
平
城
京
と
比
し
た
平
安
京
の
変
化
と

捉
え
て
も
問
題
な
く
、
瀧
浪
氏
が
論
拠
と
し
た
複
数
の
事
実
も
そ
れ
で
説
明
可

能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
上
よ
り
、『
山
槐
記
』
記
事
か
ら
「
第
一
次
平
安
京
」
説
を
導
く
こ
と
は

で
き
ず
、
初
期
平
安
京
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
今
後
の
発
掘
調
査
の

成
果
を
俟
つ
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
。

は
じ
め
に

桓
武
天
皇
が
造
営
し
た
平
安
宮
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
「
宮
城
図
」
と
は

違
う
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
が
「
南
都
所
伝
宮
城
図
残

（
�
）

欠
」
で
あ
る
。
こ
の
図
は
『
大
内
裏
図
考
証
』『
平
安
通
志
』
に
部
分
的

に
掲
載
さ
れ
る
形
で
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
同
年
間
や
寛
平
年
間

に
統
廃
合
さ
れ
て
な
く
な
っ
た
官
司
が
記
さ
れ
、
い
く
つ
か
は
「
宮
城

図
」
の
後
継
官
司
と
異
な
る
配
置
を
示
す
。
造
営
当
初
の
姿
を
伝
え
る
宮

城
図
と
し
て
注
目
さ
れ
、
た
だ
し
寛
平
年
間
以
降
の
官
司
も
記
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
な
史
料
批
判
が
求
め
ら
れ
る
図
で
も
あ
る
。
そ
の
史
料
的

（
�
）

性
格
を
専
論
し
た
の
が
東
野
治
之
氏
で
あ
っ
た
。

ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
第
一
次
と
第
二
次
に
区
分

さ
れ
る
平
安
京
の
変
貌
を
提
唱
し
た
。
平
安
中
後
期
の
日
記
や
文
学
作
品

の
記
事
を
読
解
し
、
北
闕
型
の
都
城
に
な
る
以
前
の
平
安
京
は
、
藤
原
京

初
期
平
安
京
に
つ
い
て

│
「
第
一
次
平
安
京
」
説
の
再
検
討
│

末

松

剛
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と
同
型
（
中
央
宮
闕
型
）
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
で
、
九
世
紀
に
お

（
�
）

け
る
平
安
宮
・
京
の
変
化
を
都
城
史
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

瀧
浪
氏
の
「
第
一
次
平
安
京
」
説
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
強
い
批
判

も
あ
り
、
典
拠
史
料
を
再
検
討
し
た
諸
説
が
提
唱
さ
れ
た
。
一
時
期
に
比

べ
る
と
議
論
が
落
ち
着
い
た
観
も
あ
る
が
、
内
裏
の
構
造
や
後
宮
の
成
立

を
皇
権
の
あ
り
方
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
橋
本
義
則
氏
は
、
さ
ら
に
宴

松
原
・
中
院
（
中
和
院
）
の
歴
史
的
意
義
を
追
究
す
る
中
で
、
結
論
を
異

（
�
）

に
し
つ
つ
も
瀧
浪
貞
子
氏
の
宴
松
原
へ
の
検
討
を
先
行
研
究
と
し
て
評
価

し
、
平
安
京
の
中
心
を
考
え
る
視
点
の
一
つ
と
し
て
「
第
一
次
平
安
京
」

（
�
）

説
に
留
意
す
る
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
第
２８
集

『
平
安
京
』
に
お
い
て
も
、
平
安
宮
の
構
造
を
論
じ
る
中
で
「
第
一
次
平

（
�
）

安
京
」
説
に
言
及
す
る
。
結
論
と
し
て
は
橋
本
氏
論
文
に
拠
り
瀧
浪
説
に

は
懐
疑
的
で
今
後
の
発
掘
調
査
結
果
を
俟
つ
の
で
あ
る
が
、
瀧
浪
氏
の
着

眼
は
、
平
安
宮
・
京
の
研
究
史
上
な
お
留
意
す
べ
き
内
容
を
も
つ
と
み
ら

れ
る
ら
し
い
。

あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
東
野
・
瀧
浪
両
説
を
は
じ
め
初
期
平
安

宮
・
京
に
関
す
る
研
究
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
た
創
見
が
あ
る
一
方
、

（
�
）

強
引
な
論
述
も
み
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
最
新
の
発
掘
調
査
結
果
を
俟
つ
間

に
、
議
論
の
す
れ
違
い
や
飛
躍
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

平
安
宮
・
京
研
究
の
た
め
に
有
用
で
あ
ろ
う
。

以
上
よ
り
本
稿
で
は
、
考
古
学
と
文
献
学
の
双
方
に
関
わ
る
問
題
と
し

て
、
初
期
平
安
京
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
を
整
理
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
第

一
次
平
安
京
」
説
に
つ
い
て
、
根
拠
と
な
っ
た
『
山
槐
記
』
記
事
を
再
検

討
す
る
こ
と
で
、
初
発
表
か
ら
三
〇
余
年
と
な
る
瀧
浪
説
の
成
否
を
論
じ

て
み
た
い
。

一

平
安
宮
・
京
を
め
ぐ
る
研
究
動
向

１

発
掘
調
査
の
成
果

宮
都
研
究
の
中
で
も
平
安
宮
・
京
研
究
の
か
か
え
る
事
情
は
特
殊
で
あ

る
。
平
安
時
代
以
降
も
都
で
あ
り
続
け
、
現
在
も
都
市
生
活
の
場
で
あ
る

た
め
に
、
わ
ず
か
な
面
積
の
発
掘
調
査
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
再
開
発
の
著
し
い
進
展
の
た
め
に
、
短
期
間
の
調
査
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
、
京

都
市
域
の
発
掘
調
査
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
昭
和
五
一
年

（
一
九
七
六
）
に
組
織
さ
れ
た
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
で
あ
る
。
併

設
さ
れ
た
京
都
市
考
古
資
料
館
で
は
、
そ
の
成
果
を
展
示
物
と
し
て
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
る
上
に
、
過
去
の
発
掘
・
試
掘
・
立
会
調
査
の
各
種
報

告
書
が
開
架
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
報
告
書
や
資
料
の
閲

（
�
）

覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
あ
る
。
研
究
成
果
を
常
に
共
有
す
る
取
り

組
み
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
は
、
平
安
建
都
一
二
〇
〇
年
記
念
事
業
を
契

二
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機
と
し
て
、
調
査
研
究
成
果
を
集
大
成
し
平
安
宮
・
京
を
論
じ
る
た
め
の

成
果
が
出
揃
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
平

安
京
提
要
』『
平
安
時
代
史
事
典
』、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
『
平

安
宮
Ⅰ
』、
平
安
京
復
元
模
型
、
記
念
展
覧
会
図
録
『
甦
る
平
安
京
』
な

ど
で
あ
る
。
考
古
学
・
文
献
史
学
・
建
築
史
学
が
融
合
し
た
成
果
で
あ
る

点
で
そ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
一
線
を
画
し
、
現
在
に
お
い
て
も
ま
ず
は
参

（
�
）

照
す
べ
き
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

日
本
史
学
の
編
著
に
お
い
て
も
、
平
安
京
に
関
し
て
は
考
古
学
と
分
担

執
筆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
古
代
を
考
え
る

平
安
の
都
』
に
は
平

（

）

良
泰
久
「
地
中
の
平
安
京
」
を
所
収
す
る
。『
歴
史
評
論
』
七
〇
二
号
は
、

『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
に
わ
く
状
況
に
対
し
て
「「
国
風
文
化
」
を
捉
え
直

す
」
と
題
し
た
特
集
号
で
あ
る
。
摂
関
政
治
期
の
文
化
の
実
態
を
追
究
す

る
本
号
に
お
い
て
も
考
古
学
の
知
見
は
必
須
と
さ
れ
、
山
本
雅
和
「
平
安

京
研
究
の
近
年
の
動
向
│
遺
跡
の
調
査
成
果
を
中
心
に
│
」
が
掲
載
さ
れ

（

）る。
古
代
の
都
シ
リ
ー
ズ
第
三
巻
『
恒
久
の
都

平
安
京
』
で
は
、
計
一

（

）

三
名
か
ら
な
る
論
考
の
半
数
が
考
古
学
の
成
果
で
あ
る
。
平
安
京
の
成
立

に
つ
い
て
、
従
来
は
桓
武
朝
の
政
治
史
と
絡
ん
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
平
安
京
を
説
明
す
る
の
に
、
も
は
や
平
面
図
を
掲
載
し
て
お

け
ば
済
む
研
究
段
階
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
近
年
は
、
発
掘
に
従
事
し
報
告
書
や
前
述
の
論
考
を
執
筆
し
て

い
た
研
究
者
に
よ
る
、
独
自
の
分
析
視
角
と
歴
史
的
意
義
づ
け
を
と
も
な

（

）

っ
た
学
術
書
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
京
都
市
文
化

財
ブ
ッ
ク
ス
第
２８
集
と
し
て
『
平
安
京
』
も
刊
行
さ
れ
た
。『
平
安
京
提

要
』
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
そ
の
間
の
発
掘
調
査
結

果
を
盛
り
込
み
、
主
要
発
掘
場
所
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
平
安
宮
・
京
研
究
で
は
現
在
、
主
要
発
掘
地
点
の
遺
構
・

遺
物
と
そ
れ
ら
の
歴
史
的
意
味
を
、
前
述
し
た
各
編
著
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
発
掘
調
査
の
最
新
成
果
が
常
に
発
信
さ
れ
、
共
有
手
段
の

多
様
な
提
供
、
的
確
な
論
述
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
に
よ
る
わ
か
り
や
す
さ
と

（

）

い
う
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
の
中
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
成
立
期
の
平
安
宮
の
姿
は
確
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
同
二
〜
三
年
（
八
〇
七
〜
八
〇

八
）
を
中
心
に
官
司
の
統
廃
合
が
続
く
と
、
官
司
配
置
の
変
更
に
よ
る
景

観
変
化
が
み
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
六
国
史
に
も
空
閑
地
を
他
官
司
の
附

（

）

属
地
に
宛
が
っ
た
記
事
が
散
見
す
る
。
実
際
に
平
安
宮
が
改
築
・
修
造
さ

れ
た
こ
と
を
発
掘
調
査
が
裏
付
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
山
本
氏
の

（

）

指
摘
す
る
次
の
二
点
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

①
内
裏
内
郭
西
面
回
廊
の
内
側
部
分

築
造
時
の
壇
上
積
基
壇
を
、
九
世
紀
中
葉
に
地
覆
石
直
上
ま
で
削
り

落
と
し
、
新
た
に
土
盛
の
基
壇
を
構
築
す
る
。
そ
の
た
め
当
初
の
河
原

石
を
並
べ
た
雨
落
溝
は
埋
め
ら
れ
、
新
た
な
雨
落
溝
は
素
掘
り
で
あ

る
。

初期平安京について

三



②
豊
楽
院
北
西
部
・
清
暑
堂
南
西
部

豊
楽
殿
北
面
中
央
と
清
暑
堂
南
面
中
央
を
結
ぶ
廊
は
、
か
つ
て
階
段

を
下
り
て
渡
っ
て
い
た
が
、
九
世
紀
（
成
立
か
ら
数
十
年
後
）
に
は
階

段
を
取
り
壊
し
、
相
互
の
建
物
基
壇
上
面
を
つ
な
ぐ
形
で
土
盛
り
の
渡

り
廊
下
を
構
築
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
山
本
氏
は
「
壇
上
積
基
壇
は
律
令
国
家
中
央
官
衙
の

典
型
的
建
築
意
匠
で
あ
り
、
そ
の
一
部
を
壊
し
て
土
盛
り
の
基
壇
に
変
更

す
る
意
義
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
。
平
安
前
期
の
宮
都
改

修
と
い
え
ば
、
律
令
制
理
念
に
基
づ
く
整
備
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
捉
え

が
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
事
実
も
判
明
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２

文
献
学
の
成
果

平
安
宮
・
京
研
究
の
か
か
え
る
も
う
一
つ
の
特
殊
な
事
情
は
、
文
献
・

絵
図
史
料
が
豊
富
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
都
で
あ
り
続
け
た
が

ゆ
え
に
、
そ
の
時
々
の
あ
り
さ
ま
が
日
記
等
に
記
録
さ
れ
、
絵
図
に
書
き

留
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
整
合
的
に
理
解
す
る
た
め
の
慎
重
な
読
解

が
必
要
と
さ
れ
る
。

『
延
喜
式
』
巻
四
十
二
、
左
右
京
職
・
京
程
条
は
、
平
安
中
期
の
法
制

史
料
と
い
う
性
格
も
相
俟
っ
て
、
平
安
京
の
平
面
構
造
を
知
る
重
要
史
料

で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
紙
背
所
載
、

お
よ
び
陽
明
文
庫
所
蔵
の
宮
城
図
を
は
じ
め
と
す
る
内
裏
図
・
八
省
院

図
・
豊
楽
院
図
は
（『
延
喜
式
』
に
は
左
右
京
図
も
）、
鎌
倉
時
代
成
立
の

も
の
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
遡
る
内
容
を
含
み
、
建
物
の
配
置
や
大
き

（

）

さ
を
示
し
た
貴
重
な
平
面
図
で
あ
る
。
一
四
世
紀
に
成
立
し
た
『
拾
芥

抄
』
巻
中
、
第
十
九
〜
第
二
十
二
は
、
宮
城
部
・
諸
名
所
部
・
改
名
所
々

部
・
京
程
部
か
ら
な
り
、
宮
城
部
で
は
諸
門
殿
舎
の
規
模
や
由
来
を
記

し
、
宮
城
図
以
下
の
指
図
を
収
載
す
る
。『
大
内
裏
図
考
証
』
は
、
一
八

世
紀
に
裏
松
固
禅
が
三
〇
年
に
わ
た
る
有
職
故
実
研
究
を
結
実
し
た
成
果

で
あ
る
。
平
安
遷
都
千
百
年
紀
年
祭
に
あ
わ
せ
て
編
ま
れ
た
『
平
安
通

志
』
は
、
平
安
京
成
立
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
の
移
り
変
わ
り
を
網
羅
的

（

）

に
記
し
、
実
証
的
に
優
れ
た
著
作
で
あ
る
。
以
上
は
前
近
代
お
よ
び
明
治

期
の
所
産
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
現
在
の
平
安
宮
・
京
研
究
に
お
い
て
基

本
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

近
代
以
降
、
歴
史
学
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
の
平
安
宮
・
京
の
研
究
動
向

に
つ
い
て
は
、
井
上
満
郎
『
研
究
史

平
安
京
』
に
詳
し
く
、
研
究
動
向

（

）

を
整
理
し
て
そ
の
長
所
短
所
を
と
き
に
大
胆
に
論
じ
る
。
考
古
学
に
関
し

て
「
考
古
学
と
文
献
学
の
協
力
」
が
展
望
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
建
築
史
研

究
へ
の
目
配
り
も
行
き
届
い
て
い
て
、
現
在
の
平
安
宮
・
京
研
究
に
通
じ

る
視
角
を
備
え
た
著
作
で
あ
る
。

宮
都
の
発
掘
成
果
と
歩
み
を
と
も
に
し
て
、
日
本
古
代
史
研
究
で
は
儀

（

）

礼
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
そ
の
代
表
が
橋
本
義
則
・
古
瀬
奈
津
子
両
氏

四
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（

）

で
あ
る
。
平
安
宮
に
至
っ
て
大
極
殿
閤
門
が
な
く
な
り
龍
尾
道
と
い
う
ス

ロ
ー
プ
に
な
る
こ
と
で
、
朝
堂
院
の
儀
礼
が
天
皇
と
臣
下
と
の
一
体
感
を

増
す
し
く
み
に
変
化
し
た
こ
と
、
平
城
宮
に
お
い
て
天
皇
と
臣
下
の
空
間

を
結
ぶ
場
で
あ
っ
た
大
極
殿
閤
門
の
機
能
を
継
受
し
た
豊
楽
院
が
、
国
家

的
政
務
・
儀
式
の
場
で
あ
る
朝
堂
院
と
並
び
国
家
的
饗
宴
の
場
と
し
て
整

備
さ
れ
た
意
義
な
ど
が
、
平
安
宮
の
特
徴
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
平
城
宮

の
発
掘
調
査
成
果
と
の
比
較
に
よ
っ
て
平
安
宮
の
特
徴
を
捉
え
る
橋
本
氏

の
論
考
は
、
従
来
、
所
与
の
も
の
と
さ
れ
た
「
宮
城
図
」
に
み
る
平
安
宮

の
成
立
過
程
を
、
皇
権
や
律
令
制
政
治
の
展
開
と
絡
め
て
論
じ
て
お
り
、

（

）

日
本
古
代
史
研
究
の
中
で
も
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宮
都
の
場
の
構
造
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
そ
こ
に

国
家
的
・
政
治
的
意
味
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
通
史
の
著
作

で
も
宮
都
の
構
造
が
、
考
古
学
の
知
見
に
も
と
づ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
佐
々
木
恵
介
『
平
安
京
の
時
代
』
第
一
章
所
収
「
平

安
宮
の
造
営
と
そ
の
構
造
」
で
は
、
長
岡
宮
か
ら
の
搬
入
瓦
の
割
合
や
造

営
過
程
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
は
山
中
章
氏
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ

（

）

論
述
で
あ
ろ
う
。
初
期
平
安
宮
に
つ
い
て
考
古
学
に
よ
る
実
態
解
明
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
で
、
造
営
過
程
や
当
初
の
姿
に
留
意
す
る
認
識
が
、
文
献

学
に
お
い
て
も
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。

３

研
究
動
向
の
乖
離

一
方
、「
失
わ
れ
た
平
安
京
の
姿
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
我
々
は
、

考
古
学
的
調
査
の
成
果
と
文
献
史
学
的
な
研
究
を
縦
横
に
組
み
あ
わ
せ
て

（

）

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
山
田
邦
和
氏
は
い
う
。
１
、
２
で
述
べ
た

研
究
状
況
よ
り
、
そ
れ
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
山

田
氏
は
、
早
急
に
訂
正
を
要
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
す

る
。①

朝
堂
院
の
北
辺
は
豊
楽
院
北
辺
と
揃
う
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
北
に

突
き
出
し
て
い
る
。

②
平
安
宮
周
囲
の
大
垣
と
そ
の
内
側
の
官
司
と
の
間
に
道
は
存
在
し
な

い
。

朝
堂
院
北
辺
に
つ
い
て
は
一
九
八
四
・
八
五
年
の
発
掘
調
査
で
朝
堂
院

北
廊
基
壇
の
南
北
縁
が
確
認
さ
れ
、
位
置
が
確
定
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代

成
立
の
「
宮
城
図
」
は
い
ず
れ
も
そ
の
通
り
に
描
い
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、『
大
内
裏
図
考
証
』
が
朝
堂
院
と
豊
楽
院
の
北
端
を
揃
え
て
描
い
た

た
め
に
、
そ
れ
を
無
批
判
に
踏
襲
し
た
誤
認
が
通
用
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、「
宮
城
図
」
が
正
し
い
平
安
宮
の
姿
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
大
内

裏
図
考
証
』
が
道
幅
「
五
丈
」
と
考
証
し
て
描
い
た
平
安
宮
大
垣
内
側
の

道
も
、
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。

は
た
し
て
近
年
の
日
本
通
史
の
類
を
見
て
み
る
と
、
川
尻
秋
生
『
平
安

京
遷
都
』
第
一
章
所
収
「
平
安
宮
の
構
造
」
に
掲
載
さ
れ
る
大
内
裏
図
、

初期平安京について
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佐
々
木
氏
前
掲
書
所
載
の
同
図
は
、
い
ず
れ
も
朝
堂
院
と
豊
楽
院
の
北
端

を
揃
え
、
大
垣
内
側
に
道
を
描
く
。
平
良
氏
前
掲
論
文
に
は
朝
堂
院
北
回

廊
基
壇
が
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
認
識
乖
離
の
要
因
は
ひ

（

）

と
え
に
文
献
学
に
あ
る
。

ま
た
、
井
上
氏
は
『
寝
殿
造
の
研
究
』
で
知
ら
れ
る
太
田
静
六
氏
の
初

出
論
考
を
数
多
く
紹
介
し
た
上
で
、
史
料
を
丹
念
に
読
解
し
細
部
構
造
ま

で
平
面
図
で
復
原
し
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

建
造
物
の
平
安
京
に
占
め
る
位
置
づ
け
や
歴
史
性
に
つ
い
て
論
及
し
な
い

姿
勢
を
指
し
て
、「
こ
う
し
た
傾
向
は
、
何
も
太
田
だ
け
の
特
色
で
は
な

い
。
戦
時
下
の
建
築
史
学
に
よ
る
都
市
・
平
安
京
研
究
の
一
般
的
な
も
の

（

）

で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
建
築
史
研
究
の
そ
う
し
た
特
色
は
鈴
木
亘
『
平
安

宮
内
裏
の
研
究
』
に
も
み
ら
れ
、
歴
史
研
究
の
成
果
と
関
連
づ
け
て
論
及

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
建
築
構
造
の
細
部
や
、
平
安
前
期
に
お
け
る
幾
度

も
の
内
裏
改
修
の
事
実
を
検
証
し
、
文
徳
〜
清
和
朝
に
大
改
修
の
可
能
性

を
指
摘
す
る
だ
け
に
、
著
者
に
踏
み
込
ん
だ
論
及
を
求
め
た
い
と
思
う
の

（

）

は
筆
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

以
上
、
本
章
で
は
文
献
学
・
考
古
学
双
方
の
研
究
動
向
を
概
観
し
、
そ

の
成
果
と
問
題
点
を
整
理
し
た
。
学
問
分
野
の
融
合
は
言
う
ほ
ど
容
易
く

な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。
と
は
い
え
平
安
宮
・
京
の
姿
を
正
確
に
捉
え
る

た
め
に
は
、
他
分
野
の
成
果
に
対
す
る
意
識
が
日
頃
か
ら
大
切
で
あ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

二
「
第
一
次
平
安
京
」
説
を
め
ぐ
る
問
題

瀧
浪
氏
が
提
起
し
た
平
安
京
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
文
献
の
読
解
と
考
古

学
の
知
見
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
よ
っ

て
、
文
献
学
と
考
古
学
の
双
方
に
目
配
り
し
つ
つ
そ
の
成
否
を
考
察
す
る

図
１

平
安
宮
復
元
図

山田邦和『京都都市史の研究』（吉川弘文館、2009）より
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こ
と
は
、
今
後
の
平
安
宮
・
京
研
究
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
有
用
で

あ
ろ
う
。

１

瀧
浪
説
と
そ
の
批
判

瀧
浪
氏
の
主
た
る
根
拠
は
、
平
安
後
期
の
公
卿
中
山
忠
親
の
日
記
『
山

槐
記
』
に
み
え
る
京
中
賑
給

使
定
の
記
事
で
あ
る
。「
昔
」

は
土
御
門
大
路
が
一
条
大
路

（
旧
一
条
大
路
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
後
に
北
辺
二
町
が
宮
城

に
編
入
さ
れ
た
と
い
う
部
分

に
着
目
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
宮
城
図
」
な
ど
で
知

ら
れ
る
北
闕
型
の
都
城
と
な

る
以
前
に
、
中
央
宮
闕
型
の

「
第
一
次
平
安
京
」
が
存
在

し
た
こ
と
を
提
唱
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
平
安
宮
が

そ
れ
ま
で
の
宮
城
一
二
門
か

ら
一
四
門
に
な
る
こ
と
、
上

東
・
上
西
両
門
が
漢
風
名
称

を
持
た
ず
、『
枕
草
子
』
に
雨
宿
り
で
き
な
い
土
門
と
し
て
み
ら
れ
、
土

牛
祭
な
ど
で
対
象
外
と
な
る
こ
と
な
ど
は
、
宮
城
拡
大
後
に
両
門
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
み
る
。
そ
の
後
、
通
史
や
前
述
し
た
『
平
安

京
提
要
』『
宮
城
図

解
説
』
に
お
け
る
執
筆
担
当
が
瀧
浪
氏
で
あ
っ
た

（

）

こ
と
も
あ
り
、「
第
一
次
平
安
京
」
説
は
広
く
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
瀧
浪
説
に
対
し
て
は
、
文
献
学
・
考
古
学
の
双
方
か
ら
強
い

批
判
が
提
示
さ
れ
て
も
い
た
。
ま
ず
は
井
上
氏
の
論
点
を
整
理
す
る
と
、

（

）

次
の
四
点
で
あ
る
。

①
瀧
浪
氏
が
主
た
る
根
拠
と
し
た
『
山
槐
記
』
の
当
該
記
事
は
、
あ
く

ま
で
も
記
主
忠
親
の
論
理
で
あ
り
、
史
実
と
は
限
ら
な
い
。

②
瀧
浪
氏
が
傍
証
と
し
た
『
侍
中
群
要
』『
清
獬
眼
抄
』
の
記
事
に
つ

い
て
、
史
料
の
誤
読
を
指
摘
。

③
同
じ
く
傍
証
と
し
た
賜
姓
源
氏
の
一
条
一
坊
へ
の
貫
付
記
事
は
、
名

目
的
な
貫
付
以
上
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

④
平
安
宮
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
宮
都
に
関
し
て
、
考
古
学
の
発
掘
調

査
が
も
た
ら
し
た
成
果
へ
の
言
及
が
な
い
。

そ
し
て
「
現
段
階
で
は
、
氏
の
説
が
成
立
す
る
可
能
性
は
極
め
て
少
な

い
と
い
う
の
が
結
論
」
と
い
う
。

②
③
に
関
す
る
指
摘
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
①
に
つ
い
て

は
忠
親
が
故
実
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
井
上
氏
も
認
め
、「
ど
う
し
て
こ

の
事
実
を
知
り
得
た
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
よ
う
に
、

図
２

瀧
浪
説
に
よ
る
平
安
京
の
拡
大
。
当
初

は
中
央
宮
闕
型
で
あ
っ
た
と
み
な
す
。

山田邦和「平安京」（『季刊考古学』93、2005年）所載図 2を参照して作図
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『
山
槐
記
』
記
事
の
検
討
は
継
続
課
題
と
い
え
る
。
④
に
つ
い
て
は
井
上

氏
も
い
う
よ
う
に
、
平
安
宮
北
辺
部
に
つ
い
て
「
ま
だ
発
掘
の
例
は
な

い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
発
掘
状
況
か
ら
み
て
少
々
無
茶
な
批
判
で

あ
ろ
う
。

次
に
山
中
章
氏
か
ら
は
、
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
大
き
く
進
展
し
た

長
岡
京
の
発
掘
調
査
当
事
者
と
し
て
の
批
判
で
あ
る
。
瀧
浪
氏
は
造
営
当

初
の
平
安
京
の
淵
源
を
都
城
史
論
と
し
て
考
察
し
、
藤
原
京
以
来
の
都
城

に
言
及
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
宮
・
京
の
北
端
二
町
分
で
あ
る
北
辺
部

は
、
す
で
に
長
岡
京
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瀧
浪
説
に
よ
る
と
、
第
一
次
平
安
京
で
平
安
宮
北
辺

部
は
宮
城
域
で
な
く
な
り
、
拡
張
さ
れ
た
第
二
次
平
安
京
で
再
び
宮
城
域

に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
変
遷
を
想
定
せ

（

）

ざ
る
を
え
な
い
点
が
、
瀧
浪
説
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
同
二

年
（
八
〇
七
）
四
月
以
前
に
遡
る
と
東
野
氏
に
よ
り
結
論
さ
れ
て
い
る

「
南
都
所
伝
宮
城
図
残
欠
」
に
平
安
宮
北
辺
部
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠

と
し
て
瀧
浪
説
を
批
判
す
る
点
は
、
同
図
に
は
寛
平
年
間
以
降
の
内
容
も

含
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
慎
重
を
期
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
山
中
氏
は
、
条
坊
呼
称
の
平
城
京
・
長
岡
京
・
平
安
京
に
わ
た

る
変
化
に
つ
い
て
、
二
条
大
路
以
北
の
条
坊
呼
称
は
宮
城
門
号
や
官
衙
名

の
影
響
を
強
く
受
け
る
た
め
に
、
平
安
京
の
北
京
極
大
路
・
北
辺
大
路
・

一
条
大
路
の
呼
称
が
混
乱
し
て
、
つ
い
に
原
則
と
無
関
係
に
北
京
極
大
路

＝

一
条
大
路
と
な
り
、
か
つ
て
の
一
条
大
路
は
宮
城
門
号
名
か
ら
土
御
門

大
路
と
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
変
遷
過
程
を
推
論
す
る
。
よ
っ
て
「
忠

親
が
誤
解
し
た
（
山
中
氏
は
忠
親
を
こ
う
評
す
る
）
平
安
京
条
坊
呼
称
の

混
乱
は
、
造
営
当
初
か
ら
内
在
し
て
」
お
り
、
忠
親
は
「
そ
の
混
乱
の
渦

中
で
合
理
的
な
解
釈
を
求
め
ん
と
し
た
に
過
ぎ
」
な
い
と
い
う
（（

）

は
筆
者
補
）。

井
上
・
山
中
両
説
を
み
る
に
、
忠
親
が
何
を
前
提
と
し
、
ど
の
よ
う
に

思
考
し
た
の
か
を
綿
密
に
考
察
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

別
の
視
点
を
提
示
し
つ
つ
指
摘
し
て
み
せ
た
の
が
、
藤
本
孝
一
氏
で
あ
っ

た
。藤

本
氏
も
文
献
学
の
立
場
か
ら
、
井
上
・
山
中
両
氏
に
よ
る
瀧
浪
説
の

史
料
誤
読
に
関
す
る
指
摘
を
支
持
す
る
。
そ
し
て
主
た
る
論
拠
で
あ
る

『
山
槐
記
』
記
事
に
つ
い
て
も
、
北
辺
二
町
の
編
入
を
瀧
浪
氏
は
宮
域
の

み
の
拡
大
（
こ
れ
に
よ
り
北
闕
型
の
第
二
次
平
安
京
と
な
る
）
と
解
釈
し

た
の
で
あ
る
が
、
当
初
よ
り
北
闕
型
で
あ
り
、
京
域
を
と
も
な
う
拡
大
を

語
っ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
実
は
当
初
、
藤
本
氏
は

瀧
浪
説
を
誤
解
し
て
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
山
田
氏

の
指
摘
を
う
け
て
再
検
討
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
を
自
説
と
し
て
提
示
す

る
。そ

の
う
え
で
、
忠
親
の
い
う
「
昔
」
す
な
わ
ち
図
３
左
図
を
、
造
営
当

初
の
平
安
京
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
都
城
に
求
め
る
こ
と
を
提
唱
す
る

八
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（

）

の
で
あ
る
。

藤
本
氏
の
指
摘
を
長
岡
京
の

発
掘
調
査
成
果
と
絡
め
て
継
承

し
、『
山
槐
記
』
記
事
を
解
釈

（

）

し
た
の
が
山
田
氏
で
あ
る
。
北

辺
部
の
編
入
に
よ
り
京
域
が
拡

大
し
た
都
城
が
、
長
岡
京
の
延

暦
八
年
（
七
八
九
）
後
期
造
営

以
後
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
よ

り
、
忠
親
の
い
う
「
昔
」
は
前

期
長
岡
京
を
さ
す
と
み
な
し
、

す
な
わ
ち
前
期
長
岡
京
か
ら
後

期
長
岡
京
・
平
安
京
に
至
る
都

城
の
変
貌
を
語
っ
て
い
る
と
、

『
山
槐
記
』
記
事
を
解
す
る
の

で
あ
る
。

興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
が
、
長
岡
京
一
〇
年
間
に
お
け
る
都
城
の
変
貌

を
正
確
に
認
識
し
、
平
安
京
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
い
う
、
現
在
の
考
古

学
の
成
果
な
ら
で
は
の
都
城
史
を
、
平
安
末
期
の
忠
親
が
認
識
し
え
た
の

か
不
安
な
点
も
残
る
。

２

賑
給
使
定
に
関
す
る
儀
礼
研
究
・
古
記
録
研
究
か
ら
の
検
討

藤
本
氏
は
「
忠
親
の
論
に
は
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

再
度
『
山
槐
記
』
に
立
ち
返
り
、
忠
親
の
い
う
「
昔
」
の
用
例
と
京
中
賑

給
定
の
変
遷
を
探
究
し
、「
昔
」
の
時
点
を
確
定
し
て
か
ら
拡
大
期
論
が

始
ま
り
、
古
代
都
城
史
論
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
諸
家
に
希
望
す
る
」
と

（

）

論
考
を
結
ぶ
。
都
城
史
論
と
し
て
の
再
解
釈
は
山
中
・
山
田
両
氏
に
よ
っ

て
果
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
儀
礼
研
究
・
古
記
録
研
究

の
立
場
か
ら
、
①
京
中
賑
給
使
定
と
い
う
行
事
に
関
わ
る
場
で
の
議
論
で

あ
る
こ
と
、
②
儀
式
次
第
や
故
実
先
例
に
関
す
る
各
人
の
主
張
を
伝
え
る

古
記
録
史
料
特
有
の
文
脈
、
の
二
点
に
留
意
し
て
『
山
槐
記
』
長
寛
二
年

六
月
二
七
日
条
（
以
下
、
本
記
事
と
称
す
る
）
を
読
解
し
、
忠
親
の
主
張

を
考
察
し
て
み
た
い
。

（
１
）
平
安
後
期
の
京
中
賑
給
使
定

（

）

京
中
賑
給
に
関
す
る
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
賑
給
使
定
の
次
第
に
詳
し

く
、
定
文
の
全
貌
を
書
様
と
し
て
記
す
本
記
事
は
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
一
事
例
と
し
て
、
む
し
ろ
記
事
の
豊
富
さ

に
比
し
て
そ
の
扱
い
は
素
っ
気
な
い
。
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
歴
史

的
事
実
に
よ
れ
ば
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
年
中
行
事
と
し
て
京
中
賑
給
が

成
立
す
る
の
は
延
喜
年
間
と
さ
れ
、
早
く
て
も
九
世
紀
末
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
一
一
世
紀
末
頃
に
は
賑
給
が
当
初
の
政
治
的
意
味
を
失
っ
て
お
り
、

定
に
よ
り
賑
給
使
が
補
任
さ
れ
て
も
実
際
の
賑
給
は
施
行
さ
れ
な
く
な
っ

図
３

藤
本
説
に
よ
る
平
安
京
の
拡
大
。
当

初
よ
り
北
闕
型
で
あ
っ
た
と
み
る
。

山田邦和「平安京」（『季刊考古学』93、2005年）所載図 2を参照して作図

初期平安京について

九



て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
二
世
紀
後
半
に
交
わ
さ
れ
る
議
論
を
も
っ
て
、
賑
給

や
都
の
実
態
、
ま
し
て
や
平
安
初
期
の
都
の
構
造
を
考
え
る
発
想
は
、
賑

給
研
究
か
ら
は
浮
か
び
難
い
の
で
あ
ろ
う
。
本
記
事
は
当
該
期
の
形
式
化

し
た
京
中
賑
給
使
定
を
伝
え
る
記
事
で
あ
り
、
こ
の
数
日
後
に
賑
給
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
賑
給
範
囲
を
定
文
に
ど
の
よ
う

に
記
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
場
の
書
式
上
の
問
題

な
の
で
あ
る
。

（
２
）
大
外
記
師
元
へ
の
批
判
の
論
旨

龍
福
義
友
氏
に
よ
れ
ば
、
古
記
録
に
み
ら
れ
る
故
実
先
例
は
、
本
人
の

思
考
の
社
会
的
現
実
に
関
わ
る
三
つ
の
局
面
（
事
実
認
識
・
価
値
判
断
・

（

）

態
度
決
定
）
に
お
け
る
産
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
提
示
さ
れ
た
先
例
の
内

容
以
前
に
本
人
の
主
張
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
言
動
に
通
底
す
る
真
意

を
読
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
強
く
批
判
さ
れ
る
師
元
で
あ
る

が
、
大
外
記
を
世
襲
す
る
中
原
家
の
出
身
で
あ
り
、
師
元
自
身
も
年
中
行

事
書
や
言
談
集
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
師
元
に
も
然

る
べ
き
論
理
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
記
事
の
解
釈
に
お
い
て

も
、
議
論
の
詳
細
を
ふ
ま
え
双
方
の
真
意
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
事
態
を
確
認
し
て
お
く
と
、
場
面
は
京
中
賑
給
を
行
う
に

あ
た
り
、
平
安
京
の
各
大
路
に
担
当
者
を
配
置
す
る
賑
給
使
定
で
あ
る
。

大
外
記
師
元
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
文
書
を
参
照
し
、
上
卿
の
進
行
の
も

と
担
当
者
を
定
文
に
書
き
留
め
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
定
文
に
は

「
七
八
九
条
」
で
な
く
「
七
八
条
」
と
立
項
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
九
」

の
一
字
が
記
さ
れ
て
い
る
べ
き
か
否
か
が
定
の
場
で
問
題
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
上
卿
に
対
す
る
師
元
の
答
申
は
、「
申
云
、
ａ
書
二

七
八
条
一

、
已

九
条
其
中
候
也
。
ｂ
加
二

北
辺
一

者
、
一
条
北
武
者
小
路
候
之
故
也
」
と
い

う
。「
七
八
条
」
と
記
し
て
も
そ
の
中
に
九
条
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

（
傍
線
部
ａ
）。
ま
た
、
本
記
事
で
こ
の
あ
と
論
じ
ら
れ
る
「
一
条
﹇
加
二

北
辺
一

﹈」
と
い
う
項
目
の
割
注
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
問
題
と
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
条
大
路
よ
り
北
の
武
者
小
路
ま
で
を
賑
給
範

囲
と
す
る
こ
と
を
示
す
と
、
師
元
は
あ
わ
せ
て
答
申
し
て
い
る
（
傍
線
部

ｂ
）。
忠
親
の
主
張
の
発
端
と
な
っ
た
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

検
討
し
て
み
よ
う
。

〈
ａ
「
七
八
条
」
の
記
載
に
つ
い
て
〉

同
じ
く
上
卿
に
問
わ
れ
た
忠
親
と
右
大
弁
源
雅
頼
は
「
七
八
九
条
」
と

記
す
べ
き
旨
を
答
申
し
て
い
る
。
確
か
に
賑
給
使
の
補
任
状
況
や
定
文
の

（

）

実
例
記
事
に
よ
る
と
、「
七
八
九
条
」
と
記
す
通
例
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
記
事
中
の
上
卿
の
問
い
に
よ
れ
ば
、
用
意
さ
れ
た
例
文
に

記
さ
れ
た
久
寿
二
年
定
文
で
は
「
七
八
条
」
と
記
す
と
い
う
。
他
の
実
例

記
事
で
も
、『
九
条
年
中
行
事
』
五
月
、
京
中
賑
給
事
に
掲
載
す
る
定
文

例
で
は
「
七
八
条
」
と
記
す
。
ま
だ
賑
給
が
実
施
を
と
も
な
っ
て
い
た
時

期
に
「
九
条
」
を
記
さ
な
い
実
例
が
み
ら
れ
る
点
で
留
意
さ
れ
る
。
す
な

一
〇
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わ
ち
師
元
の
答
申
は
一
見
す
る
と
不
可
解
で
あ
る
が
、
何
か
し
ら
の
先
例

や
事
情
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
な
ぜ
「
七
八
条
」
と
記
す
場
合
が
み
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
は
、
前

期
平
安
京
の
復
元
に
お
い
て
、
左
右
京
と
も
に
九
条
大
路
が
未
完
成
で
あ

（

）

っ
た
と
い
う
事
実
に
留
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
賑
給
を
実
施
す
る
場
所
が

部
分
的
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
七
八
九
条
の
賑
給
使
に
は
必

ず
検
非
違
使
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
七
条
に
市
が
あ
り
、
濫
行
が
生
じ

（

）

た
際
に
そ
れ
を
糺
行
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
七
八
九
条
と
記
し
つ
つ
も
、

七
条
で
の
実
施
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
臨
時
賑
給
で
あ
る
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
九
日
の
事
例
に

（

）

も
注
目
し
た
い
。
定
文
の
左
右
京
そ
れ
ぞ
れ
条
毎
に
賑
給
使
を
列
記
す
る

中
で
、「
七
八
九
条
」
の
項
に
「
加
二

悲
田
料
一

」
と
割
注
を
付
す
。
こ
れ

（

）

は
九
条
三
坊
に
存
し
た
東
西
悲
田
院
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
一
〇
世
紀
半

ば
の
こ
と
で
あ
り
、
臨
時
に
賑
給
使
を
定
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
施
を

見
据
え
た
記
事
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
九
条
で
の
賑
給
は
、
悲
田
院
と
い

う
具
体
的
対
象
地
を
有
す
る
。
そ
の
後
、
悲
田
院
は
一
旦
廃
絶
し
、
復
興

（

）

さ
れ
た
東
悲
田
院
の
み
が
三
条
鴨
川
西
に
移
設
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、

「
七
八
九
条
」
と
立
項
し
な
が
ら
「
加
二

悲
田
院
一

」
と
記
さ
な
い
事
例
で

は
、
九
条
が
対
象
地
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
状
況
が
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
延
長
線
上
に
「
九
条
」
を
記
さ
な
い
判
断
も
生

じ
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
京
中
賑
給
の
実
状
か
ら
み
る
と
、「
七
八
条
」
と
い

う
項
目
に
も
妥
当
性
は
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
上
卿
の
疑
念
も
解
消
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
本
記
事
に
記
さ
れ
る
こ
の
日
の
賑
給
使
定
文
の
書
様
で
は

「
七
八
条
」
と
立
項
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
と
き
忠
親
の
対
応
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

…
…
（「
七
八
条
」
で
済
ま
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
）
最
不
レ

可
レ

然

事
也
。
右
大
丞
有
下

不
二

甘
心
一

之
気
上

。
予
依
レ

無
レ

益
強
不
二

申
出
一

。

久
寿
二
年
定
文
、
左
右
京
共
書
二

七
八
一

歟
之
由
、
予
奉
レ

尋
。
上
卿

被
レ

仰
云
、
右
京
許
也
。
左
京
者
加
二

九
字
一

。
以
レ

之
知
レ

之
落
レ

字

歟
。
此
事
専
無
二

其
理
一

。

右
大
弁
と
と
も
に
納
得
で
き
な
い
忠
親
は
、
久
寿
二
年
定
文
に
は
左
右

京
と
も
に
「
七
八
条
」
と
立
項
目
さ
れ
て
い
る
の
か
と
上
卿
に
確
認
し
て

い
る
。
例
文
の
単
純
ミ
ス
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
上
卿

の
答
え
は
、
右
京
だ
け
で
あ
り
、
左
京
に
つ
い
て
は
「
七
八
九
条
」
と
記

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
単
な
る
書
き
落
と
し
で
あ
っ

た
旨
を
確
信
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
忠
親
の
反
駁
に
つ
い
て
、
そ
の
場
に
お
け
る
実
際
の
言
動
に

も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
納
得
で
き
な
い
忠
親
で
あ
る
が
、「
無
レ

益
」
を

理
由
に
強
い
て
進
言
し
な
か
っ
た
と
も
明
記
し
、
そ
の
場
で
忠
親
が
し
た

こ
と
は
書
き
落
と
し
の
確
認
ら
し
き
発
言
の
み
で
あ
る
。
後
述
す
る
こ
の

あ
と
の
反
駁
は
、
日
記
を
記
す
際
に
書
き
加
え
た
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ

初期平安京について
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ち
例
文
や
師
元
の
答
申
で
「
七
八
条
」
が
提
示
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
否
定

す
る
た
め
の
京
中
賑
給
に
関
す
る
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
、
忠
親
は
先
例

認
識
を
さ
ほ
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
読
解
す
る
こ
と
で
、
こ
の
場
に
お
け
る
忠
親
の
言
動
を

こ
れ
ま
で
よ
り
相
対
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
此
事
専
無
レ

理
」
と
断
じ
、
忠
親
は
師
元
の
答
申
に
対
す
る
反
駁
は
続

く
。
こ
こ
か
ら
さ
き
が
平
安
京
の
構
造
に
関
す
る
内
容
と
な
る
。

所
謂
一
条
者
、
自
二

土
御
門
一

至
二

于
中
御
門
一

。
二
条
者
、
自
二

中
御

門
一

至
二

于
二
条
一

。
三
条
者
、
自
二

二
条
一

至
二

于
三
条
一

。
如
レ

此
次
第

可
レ

計
。
仍
以
二

坊
門
一

立
二

条
中
一

、
一
条
内
有
二

四
坊
一

、
一
坊
内
有
二

四
保
一

。
小
一
条
者
、
近
衛
南
東
洞
院
西
町
也
。
東
三
条
者
、
二
条

（
南
）北
西
洞
院
東
也
。
小
六
条
者
、
楊
梅
北
烏
丸
西
也
。
故
皆
有
二

条

号
一

。
何
以
二

大
路
許
一

存
二

九
条
一

哉
。

ま
ず
は
定
文
に
立
項
さ
れ
る
「
〜
条
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
。
忠
親

に
よ
れ
ば
定
文
の
「
一
条
」
は
土
御
門
大
路
か
ら
中
御
門
大
路
で
あ
り
、

「
二
条
」
は
中
御
門
大
路
か
ら
二
条
大
路
、「
三
条
」
は
二
条
大
路
か
ら
三

条
大
路
を
さ
し
、
以
下
同
様
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
平
安
京
の

坊
・
保
を
説
明
し
、
小
一
条
・
東
三
条
・
小
六
条
の
地
点
表
示
を
そ
れ
ぞ

れ
例
示
し
、「
何
以
二

大
路
許
一

存
二

九
条
一

哉
」
と
結
ぶ
。
や
や
性
急
な
の

か
後
半
部
分
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
例
示
さ
れ
た
三
例
は
、
各
大
路
間
の

中
央
に
あ
る
「
〜
条
坊
門
小
路
」
に
接
す
る
ゆ
え
に
「
小
〜
条
」
な
ど
と

地
点
表
示
が
生
じ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
定
文

の
「
一
条
」
に
対
す
る
自
説
が
一
条
大
路
に
接
し
て
い
な
い
理
由
を
、
九

つ
の
大
路
に
接
す
る
場
所
だ
け
が
「
〜
条
」
と
称
さ
れ
る
の
で
は
な
い
と

い
う
説
明
に
よ
り
傍
証
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、「
近
衛
南

東
洞
院
西
町
」
が
「
小
一
条
」
と
称
さ
れ
る
（
傍
線
部
）
こ
と
は
、
近
衛

大
路
が
一
条
坊
門
小
路
に
相
当
す
る
こ
と
、
そ
う
す
る
と
二
町
北
の
土
御

門
大
路
が
一
条
大
路
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
路
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
後
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
土
御
門
大
路
が

一
条
大
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
ろ

う
。

〈
ｂ
「
加
二

北
辺
一

」
の
記
載
に
つ
い
て
〉

忠
親
の
土
御
門
大
路
に
対
す
る
認
識
は
、
続
く
「
北
辺
」
理
解
に
つ
な

が
り
、「
一
条
﹇
加
二

北
辺
一

﹈」
の
割
注
の
意
味
を
論
じ
る
形
で
明
記
さ
れ

る
。

亦
北
辺
者
、
一
条
南
土
御
門
北
也
。
昔
以
二

土
御
門
一

為
二

一
条
大

路
一

。
其
後
北
辺
二
丁
被
レ

入
二

宮
城
一

、
既
為
二

京
中
一

。
仍
有
二

賑

給
一

。

と
い
う
。
瀧
浪
氏
が
「
第
一
次
平
安
京
」
説
の
論
拠
と
し
た
部
分
で
あ

る
。「

北
辺
」
の
範
囲
は
一
条
大
路
か
ら
土
御
門
大
路
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
。「
一
条
」
を
土
御
門
大
路
以
南
と
み
る
忠
親
の
理
解
に
よ
れ
ば
当

一
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然
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
本
来
で
あ
れ
ば
普
通
に
京
内
に
認
識
さ
れ
る

北
辺
二
町
分
が
割
注
の
扱
い
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
忠
親
は
そ
の
理
由
を

平
安
宮
・
京
の
歴
史
的
変
遷
を
反
映
し
た
も
の
と
解
し
、「
昔
」
以
下
の

記
述
と
な
る
。
昔
は
土
御
門
大
路
が
一
条
大
路
で
あ
っ
た
が
、
後
に
北
辺

二
町
を
取
り
込
む
形
で
宮
域
が
拡
が
り
、
京
域
も
あ
わ
せ
て
拡
が
っ
た
こ

（

）

と
で
、
旧
一
条
大
路
（
土
御
門
大
路
）
か
ら
新
一
条
大
路
に
わ
た
る
北
辺

部
が
誕
生
し
た
。「
一
条
﹇
加
二

北
辺
一

﹈」
の
割
注
は
、
そ
の
拡
大
部
分
も

賑
給
対
象
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
記
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
の
で
あ

る
。一

見
す
る
と
整
合
的
で
深
い
認
識
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
前
述
の
よ
う
に
京
中
賑
給
が
成
立
し
、
賑
給
使
定
の
儀
が
史
料
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
延
喜
年
間
な
の
で
、
定
文
の
書
式
も
そ
の
当
時

の
平
安
京
の
姿
に
則
し
て
定
ま
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

定
文
が
平
安
初
期
の
平
安
宮
・
京
域
拡
大
の
歴
史
を
反
映
し
、
す
で
に
平

安
宮
・
京
域
で
あ
る
北
辺
部
を
割
注
扱
い
す
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
平

城
京
か
ら
平
安
京
成
立
に
至
る
京
域
変
化
を
示
す
割
注
と
考
え
る
場
合
、

な
お
の
こ
と
定
文
に
そ
の
こ
と
を
反
映
さ
せ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
こ
の

点
は
先
行
研
究
で
も
看
過
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
忠
親
の
思

考
は
こ
こ
に
至
り
、
京
中
賑
給
と
は
無
関
係
の
解
釈
に
及
ん
で
い
る
。

忠
親
は
、
京
中
賑
給
使
定
の
書
式
に
関
す
る
師
元
の
答
申
に
対
し
て
自

説
を
論
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
記
事
は
定
文
奏
上
の
儀
ま
で
を
記

し
、
京
中
賑
給
使
定
の
記
事
と
し
て
結
ば
れ
る
。
こ
の
あ
と
に
自
説
を
論

じ
た
結
論
も
「
無
二

異
議
一

可
レ

書
二

七
八
九
条
一

事
也
」
と
定
文
の
書
式
に

つ
い
て
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
加
二

北
辺
一

」
に
関
し
て
自
分
の

認
識
す
る
都
城
史
を
持
ち
出
し
て
く
る
議
論
は
、
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
反
駁
が
さ
ら
に
続
く
。

師
元
存
二

武
者
小
路
一

、
最
不
審
。
重
可
レ

尋
事
也
。
依
二

其
儀
一

者
、

京
極
東
有
二

朱
雀
堤
一

。
被
レ

寄
レ

彼
如
何
。
亦
右
京
加
二

北
辺
一

。
右
京

有
二

武
者
小
路
一

歟
。
旁
無
レ

理
。
無
二

異
儀
一

可
レ

書
二

七
八
九
条
一

事

也
。

師
元
の
答
申
の
中
で
も
、
京
外
と
な
る
武
者
小
路
ま
で
を
範
囲
を
み
な

す
こ
と
が
「
最
不
審
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
東
京
極
大
路
の
さ

ら
に
東
の
朱
雀
堤
ま
で
も
範
囲
に
含
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
「
加
二

北
辺
一

」

が
右
京
の
「
一
条
」
に
も
割
注
と
し
て
付
さ
れ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
で
あ

ろ
う
、
武
者
小
路
が
右
京
ま
で
延
伸
さ
れ
る
と
で
も
い
う
の
か
、
と
書
き

連
ね
、「
旁
無
レ

理
」
と
強
く
否
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
師
元
の
答
申
を
数
々
の
論
拠
を
提
示
し
て
否
定
す
る
の
で

あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
忠
親
の
自
問
自
答
で
あ
る
。
忠
親
の
反
駁
は
平
安

京
の
条
坊
認
識
の
話
で
あ
り
、
そ
の
場
で
進
言
し
た
内
容
で
は
な
く
日
記

の
中
で
の
開
陳
で
あ
る
。
忠
親
の
真
意
は
、
九
条
を
欠
い
た
り
武
者
小
路

を
含
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
強
く
否
定
す
る
内
容
か
ら
察
す
る
に
、
平
安
京

の
図
面
通
り
に
賑
給
の
範
囲
を
捉
え
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
た
だ
し
、

初期平安京について
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そ
の
た
め
に
「
加
二

北
辺
一

」
と
い
う
割
注
を
都
城
の
拡
大
の
歴
史
を
説
明

す
る
も
の
と
み
な
し
、
誰
も
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
て
ま
で

師
元
を
批
判
す
る
に
至
る
。
そ
の
主
張
と
態
度
は
、
忠
親
が
一
人
先
鋭
化

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

一
方
、「
加
二

北
辺
一

」
が
武
者
小
路
ま
で
を
範
囲
と
す
る
意
味
で
あ
る

と
い
う
師
元
の
理
解
は
、
京
中
賑
給
の
範
囲
が
平
安
京
域
を
こ
え
る
こ
と

に
な
る
。
実
は
こ
の
理
解
に
は
他
に
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
後
世
の

『
江
家
次
第
』
注
釈
書
で
は
対
象
範
囲
こ
そ
違
え
、
そ
の
よ
う
に
解
し
て

（

）

い
る
。
ま
た
鎌
倉
期
に
は
、
碁
盤
目
状
の
区
画
が
武
者
小
路
界
隈
に
成
立

（

）

し
、「
於
二

武
者
小
路
室
町
辺
一

」
な
ど
街
路
名
に
よ
る
呼
称
ま
で
も
が
京

中
と
同
様
で
あ
り
、
連
続
す
る
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
京
域
が

曖
昧
と
な
る
と
、
師
元
の
よ
う
な
解
釈
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
師
元
の
答
申
は
単
な
る
方
便
で
は
な
く
、
平
安
京
域
の
曖
昧

化
に
よ
り
武
者
小
路
周
辺
を
京
中
と
み
な
す
こ
と
を
是
と
判
断
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
九
条
を
記
さ
ず
（
七
八
条
の
賑
給
に
含
ま
れ
る
）、
武
者
小

路
ま
で
を
含
む
と
い
う
師
元
の
答
申
は
、
賑
給
対
象
と
な
る
京
域
を
現
状

に
基
づ
い
て
解
す
る
点
で
、
一
貫
し
た
認
識
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３

忠
親
の
主
張
の
評
価

本
記
事
の
文
脈
に
留
意
し
つ
つ
、
双
方
の
主
張
の
真
意
を
考
察
し
た
。

定
文
の
項
目
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
、
師
元
が
平
安
後
期
の
実
状

に
即
し
て
判
断
す
る
の
に
対
し
て
、
忠
親
は
自
身
の
認
識
す
る
平
安
京
図

を
念
頭
に
、
割
注
に
都
城
拡
大
の
歴
史
を
見
出
し
て
理
解
し
よ
う
と
思
考

し
た
。
両
者
の
立
場
の
違
い
に
つ
い
て
、
瀧
浪
氏
は
「
前
者
（
忠
親
）
が

条
坊
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
理
解
に
立
つ
の
に
対
し
、
後
者
（
師
元
）
が

市
街
地
の
変
貌
に
対
応
す
る
形
で
理
解
す
る
」
と
い
う
（（

）
は
筆
者

補
）。
一
方
、
井
上
氏
は
「
あ
く
ま
で
忠
親
の
論
理
・
解
釈
の
問
題
で
あ

（

）

っ
て
、
史
実
と
は
別
の
次
元
の
も
の
」
と
い
う
。

瀧
浪
氏
に
よ
っ
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
忠
親
の
主
張
は
、
京
中
賑
給
が

平
安
京
の
大
路
毎
に
展
開
す
る
行
事
で
あ
る
こ
と
、
忠
親
が
都
城
史
認
識

（

）

を
備
え
て
い
た
事
実
と
も
相
俟
っ
て
、
平
安
宮
・
京
の
拡
大
の
史
実
を
証

言
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

し
か
し
、
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
忠
親
は
京
中
賑
給
の
歴
史
に
さ
ほ

ど
深
い
理
解
は
な
く
、
そ
の
主
張
は
師
元
の
答
申
を
否
定
す
る
た
め
に
、

そ
し
て
お
そ
ら
く
賑
給
の
実
施
を
と
も
な
わ
な
い
書
式
上
の
問
題
に
す
ぎ

な
い
こ
と
に
も
起
因
し
て
、
そ
の
場
の
議
論
か
ら
逸
脱
し
先
鋭
化
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
事
実
そ
の
場
で
進
言
し
た
内
容
で
は
な
い
。
平
安
京
図
を

念
頭
に
「
九
条
」
の
記
載
を
強
く
主
張
す
る
点
も
、
未
完
成
で
あ
っ
た
九

条
大
路
界
隈
で
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
あ
く
ま
で
も
忠
親
の
論
理
・
解
釈
で
あ
る
と
い
う
井
上
氏
の
指
摘

を
、
本
稿
で
は
京
中
賑
給
に
対
す
る
忠
親
の
逸
脱
・
先
鋭
化
し
た
姿
を
加

味
し
て
支
持
し
た
い
。

一
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忠
親
の
拡
大
に
関
す
る
主
張
が
史
実
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
京

中
賑
給
と
絡
む
史
実
で
は
な
い
と
は
い
え
よ
う
が
、
都
城
史
の
史
実
で
あ

る
こ
と
を
否
定
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
山
中
・
藤
本
・
山
田
各
氏
の
説

も
都
城
史
の
史
実
と
し
て
検
討
す
る
。

た
だ
し
、
儀
式
次
第
や
故
実
先
例
を
主
た
る
記
載
内
容
と
す
る
古
記
録

で
は
、
強
い
意
識
で
記
さ
れ
る
も
の
は
自
ず
と
固
有
名
詞
を
と
も
な
う
。

よ
っ
て
、
忠
親
が
「
昔
」
と
い
う
抽
象
的
表
現
で
済
ま
せ
て
い
る
事
実

は
、
都
城
史
を
さ
ほ
ど
厳
密
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
忠
親
の
主
張
を
現
代
の
長
岡
京
発
掘
調
査
の
成
果
に
照
ら
し

て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
議
論
を
複
雑
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。平

安
宮
・
京
は
「
昔
」
に
比
べ
北
辺
に
二
町
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
素

朴
な
表
現
は
、
拡
大
前
の
都
城
を
平
安
宮
・
京
に
限
定
し
て
い
な
い
。
む

し
ろ
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
大
き
な
変
化
と
い
う
点
で
、
平
城
京
と
比
較
し

て
平
安
京
の
構
造
の
変
化
を
論
じ
た
と
み
る
の
が
相
応
し
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
つ
と
に
喜
田
貞
吉
氏
の
所
説
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
中
で
、
上

東
・
上
西
両
門
が
唐
風
名
を
も
た
な
い
土
門
で
あ
る
理
由
を
、
平
安
京
で

（

）

初
め
て
宮
城
一
四
門
と
な
っ
た
ゆ
え
の
こ
と
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
忠

親
の
主
張
が
平
城
京
と
の
対
比
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
て
も
、
瀧
浪
氏

が
根
拠
と
し
た
上
東
・
上
西
両
門
の
名
称
や
構
造
の
由
来
を
説
明
で
き
る

の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
忠
親
が
条
坊
に
つ
い
て
伝
統
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る

と
い
う
瀧
浪
氏
の
指
摘
は
、
平
城
京
と
の
対
比
で
あ
っ
た
と
み
る
限
り
に

お
い
て
可
能
で
あ
ろ
う
。「
小
一
条
」
の
く
だ
り
な
ど
よ
く
で
き
た
論
理

で
あ
る
も
の
の
、
忠
親
の
主
張
を
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
平
安
宮
・
京

の
変
貌
を
証
言
し
た
記
事
と
み
な
す
に
は
無
理
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
な
か
っ
た
都
城
史
の
一
面
を
証
言
し
た
か
の
よ
う
に
解
釈
す
る
必
要
の

あ
る
記
事
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
本
記
事
の
文
脈
に
留
意
し
た
本
稿
の

（

）

理
解
で
あ
る
。

で
は
、
定
文
に
み
え
る
「
一
条
﹇
加
二

北
辺
一

﹈」
の
割
注
の
意
味
は
何

な
の
か
。
本
稿
で
は
、
平
安
中
期
以
降
の
平
安
京
の
京
域
曖
昧
化
を
要
因

（

）

と
し
て
、
賑
給
対
象
地
が
一
条
大
路
よ
り
北
の
地
域
を
も
含
む
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
師
元
の
理
解
に
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
定
文
の
書
式
と
割
注
は
、
京
中
賑
給
と
い
う
行
事
以
上
の
何
か
を
示

す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

お
わ
り
に

前
半
で
は
平
安
宮
・
京
の
研
究
動
向
と
問
題
点
を
整
理
し
、
後
半
で
は

「
第
一
次
平
安
京
」
説
を
取
り
上
げ
、『
山
槐
記
』
記
事
に
つ
い
て
儀
礼
研

究
・
古
記
録
研
究
の
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
、
忠
親
の
主
張
は
賑
給
の
実
施
を
と
も
な
わ
な
い
時
期
に
お

初期平安京について
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け
る
、
定
文
の
立
項
書
式
の
問
題
で
あ
り
、
大
外
記
師
元
の
答
申
を
否
定

す
る
た
め
の
自
問
自
答
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
逸
脱
・
先
鋭
化
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

忠
親
の
都
城
史
認
識
の
発
端
は
、
定
文
の
「
一
条
﹇
加
二

北
辺
一

﹈」
と

い
う
項
目
の
割
注
に
、
賑
給
を
行
う
範
囲
と
み
る
だ
け
で
な
く
、
平
安
京

の
変
遷
の
歴
史
を
読
解
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
読
解

は
忠
親
一
人
の
理
解
で
あ
る
可
能
性
を
否
め
ず
、
一
条
大
路
以
北
も
加
え

て
行
う
と
解
す
る
方
が
、「
九
条
」
を
記
さ
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ
て
当
時

の
平
安
京
の
実
状
に
適
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
師
元
の
主
張
で
あ
り
上
卿
も

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
条
坊
を
詳
し
く
論
じ
、
反
駁
の
ゆ
え
に
議
論

が
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
京
の
歴
史
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
瀧

浪
氏
の
指
摘
以
来
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
京
中
賑
給
使
定
で
あ
る

本
記
事
全
体
の
文
脈
に
お
い
て
偏
っ
た
見
方
で
あ
る
と
考
え
る
。
忠
親
の

い
う
変
遷
は
、
平
城
宮
・
京
と
平
安
宮
・
京
と
を
対
比
し
て
論
じ
た
も
の

と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
平
安
宮
・
京
研
究
史
の
中
で
一
九
八

（

）

二
年
に
初
発
表
さ
れ
た
瀧
浪
説
は
な
お
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
一
旦
離
れ
、
成
立
当
初
の
平
安
宮
・
京
を
考
え
直
す

研
究
段
階
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
平
安
宮
・
京
の
当
初
の
姿
が
流
動
的
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
研
究
状
況
か
ら
確
か
な
こ
と
は
、「
宮
城
図
」

の
姿
以
前
の
平
安
宮
・
京
が
存
在
し
、
そ
れ
は
決
し
て
確
定
的
な
も
の
で

は
な
く
、
く
り
返
さ
れ
る
修
造
は
国
家
体
制
や
律
令
制
の
理
念
に
基
づ
い

た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
変
遷
を
解
明
す
る

（

）

手
段
と
し
て
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。

注
（
�
）
村
井
康
彦
（
一
九
七
〇
）「
平
安
京
の
形
成
」（『
京
都
の
歴
史
第
一
巻

平
安
の
新
京
』
第
三
章
、
学
芸
書
林
。
の
ち
一
九
七
九
、
京
都
市
）
二

七
〇
〜
二
七
二
頁
。
同
「
古
代
都
市
の
成
立
│
平
安
京
細
論
そ
の
二

│
」（
一
九
七
三
）『
古
京
年
代
記
』
三
七
一
〜
三
七
二
頁
、
同
氏
著

（
一
九
七
八
）『
季
刊
論
叢
日
本
文
化
９
日
本
の
宮
都
』
一
八
二
〜
一
八

四
頁
（
と
も
に
角
川
書
店
）
に
お
い
て
再
論
す
る
。

（
�
）
東
野
治
之
（
二
〇
〇
五
）「
南
都
所
伝
宮
城
図
残
欠
に
つ
い
て
」
同
氏

著
『
日
本
古
代
史
料
学
』
岩
波
書
店
。
初
出
は
一
九
八
三
。
大
同
二
年

（
八
〇
七
）
に
成
立
し
た
左
近
衛
府
の
場
所
に
主
鷹
（
司
）
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、「
大
同
二
年
以
前
の
状
況
を
伝
え
る
」

と
結
論
す
る
。

（
�
）
瀧
浪
貞
子
（
一
九
九
一
）「
初
期
平
安
京
の
構
造
│
第
一
次
平
安
京
と

第
二
次
平
安
京
│
」
同
氏
著
ａ
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
思
文

閣
出
版
。
初
出
は
一
九
八
四
。
た
だ
し
そ
の
は
じ
ま
り
は
、「
初
期
平

安
京
の
構
造
」
を
副
題
に
も
つ
六
回
の
連
載
論
文
（
一
九
八
二
〜
一
九

八
三
）『
京
都
市
史
編
さ
ん
通
信
』
一
六
三
〜
一
六
六
に
あ
る
。

（
�
）
瀧
浪
貞
子
（
一
九
九
一
）「
歴
代
遷
宮
論
│
藤
原
京
以
後
に
お
け
る

│
」
前
掲
注
（
３
）
同
氏
著
書
ａ
。
初
出
は
一
九
七
九
。
瀧
浪
氏
は
宴

松
原
を
歴
代
遷
宮
の
伝
統
を
ひ
く
、
内
裏
を
建
て
替
え
る
た
め
の
予
備

一
六

社会科学 第 50巻 第 1号



空
間
と
推
測
し
た
（
四
二
〇
〜
四
二
一
頁
）。
さ
ら
に
瀧
浪
氏
著
書
ｂ

（
一
九
九
一
）『
平
安
建
都
』
集
英
社
、
七
〇
〜
七
六
頁
、
村
井
康
彦
・

瀧
浪
貞
子
両
氏
著
（
一
九
九
六
）
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
別
輯
『
宮
城

図

解
説
』
思
文
閣
出
版
、
一
一
〇
頁
に
お
い
て
再
論
す
る
。

（
�
）
橋
本
義
則
（
二
〇
一
八
）「
平
安
宮
の
中
心
│
中
院
と
縁
の
松
原
│
」

同
氏
著
『
日
本
古
代
宮
都
史
の
研
究
』
青
史
出
版
、
二
二
六
〜
二
三
一

頁
お
よ
び
二
三
五
〜
二
三
六
頁
注
３０
・
３１
。
初
出
は
二
〇
〇
九
。
橋
本

氏
は
内
裏
と
宴
松
原
が
対
称
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
宴
松

原
に
関
す
る
瀧
浪
説
を
検
証
し
、
内
裏
で
は
な
く
太
上
天
皇
宮
と
し
て

桓
武
天
皇
に
よ
り
構
想
さ
れ
た
空
間
と
み
る
。
ま
た
そ
の
間
に
あ
り
平

安
宮
の
中
心
に
位
置
す
る
中
院
は
、
天
皇
親
祭
の
神
事
の
た
め
の
常
設

神
殿
で
あ
り
、
平
安
宮
で
初
め
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ

の
う
え
で
、
当
初
の
平
安
宮
が
瀧
浪
説
通
り
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
平

安
宮
の
中
心
は
南
に
ず
れ
大
極
殿
に
あ
た
り
、
過
去
の
宮
城
に
前
例
の

な
い
こ
の
配
置
も
ま
た
桓
武
天
皇
の
構
想
と
捉
え
う
る
可
能
性
に
論
及

し
、
瀧
浪
説
に
一
定
の
評
価
を
与
え
る
。
同
（
二
〇
一
一
）「
平
安
宮

の
構
造
│
桓
武
天
皇
、
伝
統
の
継
承
と
革
新
の
断
行
│
」（『
京
都
歴
史

散
策
マ
ッ
プ
№
１

平
安
宮
跡
周
辺
を
訪
ね
て
』
京
都
創
文
社
で
も
再

論
す
る
。

（
�
）
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
第
２８
集
『
平
安
京
』（
二
〇
一
四
）
京
都

市
、
一
二
頁
。
執
筆
は
家
原
圭
太
氏
。

（
�
）
た
と
え
ば
、
前
掲
注
（
２
）
東
野
論
文
で
は
、
宮
城
門
号
が
弘
仁
九

年
（
八
一
八
）
に
唐
風
に
改
称
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、

「
門
名
な
ど
は
古
図
を
転
写
す
る
際
に
手
を
加
え
て
写
す
こ
と
は
な
い

と
は
い
え
ず
、
名
称
が
新
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
内
容
ま
で
新
し

い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
図
の
史
料
価
値
は
、
や
は
り
官

司
名
を
お
も
な
手
掛
り
と
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
一
二

四
頁
）
と
い
い
、
さ
ら
に
、
大
同
年
間
以
後
の
官
司
統
廃
合
に
つ
い
て

は
考
察
か
ら
捨
象
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
殿
閣
門
号
や
官
司
名
の
変

化
は
、『
内
裏
儀
式
』
と
『
内
裏
式
』
の
先
後
関
係
の
論
拠
と
も
な
っ

て
お
り
、
平
安
前
期
の
史
料
批
判
に
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
東
野
氏

の
目
的
は
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
多
方
面
か
ら
の
検
討
を
提
言

す
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
、
大
同
二
年
以
前
の

状
況
を
伝
え
る
部
分
が
あ
る
図
で
あ
る
も
の
の
、
後
の
改
変
を
併
せ
も

つ
図
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
留
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
�
）
公
益
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
各

種
資
料
情
報
」
を
参
照
。

（
�
）
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
（
一
九
九
四
）『
平
安
京
提
要
』

『
平
安
時
代
史
事
典
』（
と
も
に
角
川
書
店
）、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研

究
所
編
（
一
九
九
五
）『
平
安
宮
Ⅰ
』
同
研
究
所
、
京
都
市
（
一
九
九

四
）
平
安
建
都
１
２
０
０
年
記
念
展
覧
会
図
録
『
甦
る
平
安
京
』。
ま

た
別
に
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
（
一
九
九
四
）『
平
安
京
研
究

資
料
集
成

１

平
安
宮
』
柳
原
書
店
も
あ
り
、
各
遺
構
の
概
要
の
ほ

か
、
巻
末
に
平
安
宮
関
係
の
文
献
記
事
が
集
成
さ
れ
て
お
り
有
用
で
あ

る
。
さ
ら
に
『
古
代
文
化
』
四
六
│
一
、
四
六
│
三
（
と
も
に
一
九
九

四
）
は
、
特
集
「
古
代
都
市
・
平
安
京
」（
１
）（
２
）
を
組
み
、
記
念

事
業
当
時
の
研
究
状
況
を
あ
わ
せ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（

）
平
良
泰
久
（
一
九
九
一
）「
地
中
の
平
安
京
」
笹
山
晴
生
編
『
古
代
を

考
え
る

平
安
の
都
』
吉
川
弘
文
館
。
本
書
は
文
献
学
に
よ
る
論
文
集

で
あ
る
が
、
第
四
章
「
平
安
京
の
構
造
」
は
瀧
浪
貞
子
「
平
安
京
の
造

初期平安京について

一
七



営
」
と
平
良
氏
論
文
の
分
担
と
な
っ
て
い
る
。

（

）
山
本
雅
和
（
二
〇
〇
八
）「
平
安
京
研
究
の
近
年
の
動
向
│
遺
跡
の
調

査
成
果
を
中
心
に
│
」『
歴
史
評
論
』
七
〇
二
。

（

）
西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
編
（
二
〇
一
〇
）『
古
代
の
都
３
恒
久
の
都

平
安
京
』
吉
川
弘
文
館
。

（

）
堀
内
明
博
（
二
〇
〇
九
）『
日
本
古
代
都
市
史
研
究
│
古
代
王
権
の
展

開
と
変
容
│
』
思
文
閣
出
版
、
山
田
邦
和
（
二
〇
〇
九
）『
京
都
都
市

史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
網
伸
也
（
二
〇
一
一
）『
平
安
京
造
営
と

古
代
律
令
国
家
』
塙
書
房
。

（

）
ビ
ジ
ュ
ア
ル
も
意
識
し
た
わ
か
り
や
す
い
発
信
と
い
う
点
で
は
、
梶

川
敏
夫
氏
に
よ
る
平
安
宮
・
京
遺
構
の
復
原
イ
ラ
ス
ト
も
特
筆
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
梶
川
氏
（
二
〇
〇
九
）「
甦
る
古
代
京
都
の
風
景
│
平
安

時
代
を
中
心
に
│
」
朧
谷
寿
・
山
中
章
編
『
平
安
京
と
そ
の
時
代
』
思

文
閣
出
版
に
、
そ
の
経
緯
や
目
的
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ス
ト

を
集
成
し
た
梶
川
氏
（
二
〇
一
六
）『
よ
み
が
え
る
古
代
京
都
の
風
景

│
復
元
イ
ラ
ス
ト
か
ら
見
る
古
代
の
京
都
│
』
三
星
商
事
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

（

）『
続
日
本
後
紀
』
天
長
一
〇
年
（
八
三
三
）
五
月
二
二
日
条
、
承
和
元

年
（
八
三
四
）
七
月
一
五
日
条
や
『
類
聚
国
史
』
天
長
七
年
（
八
三

〇
）
一
〇
月
二
五
日
条
な
ど
。

（

）
前
掲
注
（

）
山
本
氏
論
文
。
こ
の
ほ
か
に
も
平
安
宮
内
の
官
司
内

で
九
世
紀
に
建
物
が
増
設
さ
れ
た
跡
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。

（

）
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
に
つ
い
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
古
典
籍
叢

刊
と
し
て
二
〇
一
一
年
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
思
文
閣
出
版
、
全
五

冊
、
現
在
第
四
冊
ま
で
刊
行
。
第
五
冊
に
は
紙
背
文
書
全
て
の
翻
刻
と

解
説
が
収
載
さ
れ
る
予
定
と
い
う
）。
陽
明
文
庫
所
蔵
の
「
宮
城
図
」

は
、
前
掲
注
（
４
）
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
別
輯
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
村
井
・
瀧
浪
両
氏
の
解
説
で
あ
る
別
冊
は
、
宮
城
諸
図
の
前
近

代
史
を
論
じ
る
著
作
と
な
っ
て
い
る
。

（

）
京
都
市
参
事
会
編
著
（
一
八
九
五
）『
平
安
通
志
』
京
都
市
参
事
会
。

の
ち
新
人
物
往
来
社
よ
り
一
九
七
七
年
に
復
刻
。
湯
本
文
彦
氏
を
中
心

と
す
る
編
纂
事
業
の
成
果
で
あ
っ
た
。

（

）
井
上
満
郎
（
一
九
七
八
）『
研
究
史

平
安
京
』
吉
川
弘
文
館
。

（

）
こ
の
こ
と
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
儀
礼
研
究
の
盛
行
を
も
た
ら
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
（
二
〇
一
〇
）『
平
安
宮
廷
の
儀
礼
文
化
』

吉
川
弘
文
館
、
序
章
で
も
論
じ
た
。

（

）
橋
本
義
則
氏
著
書
ａ
（
一
九
九
五
）『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』
塙
書

房
、
同
ｂ
（
二
〇
一
一
）『
古
代
宮
都
の
内
裏
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、

古
瀬
奈
津
子
（
一
九
九
八
）『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
吉
川
弘
文
館

に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
。

（

）
前
掲
注
（

）
橋
本
氏
著
書
ａ
所
収
論
考
の
う
ち
、「
平
安
宮
内
裏
の

成
立
過
程
」「
朝
政
・
朝
儀
の
展
開
」「
平
安
宮
草
創
期
の
豊
楽
院
」

は
、
内
裏
・
朝
堂
院
・
豊
楽
院
の
平
安
宮
に
お
け
る
成
立
過
程
を
論
じ

て
い
る
（
初
出
は
順
に
一
九
九
一
、
一
九
八
六
、
一
九
八
四
）。

（

）
佐
々
木
恵
介
（
二
〇
一
四
）『
日
本
の
古
代
４
平
安
京
の
時
代
』
吉
川

弘
文
館
、
山
中
章
（
一
九
九
七
）「
都
城
の
変
貌
」
同
氏
著
『
日
本
古

代
都
城
の
研
究
』
柏
書
房
。
初
出
は
一
九
九
四
。

（

）
山
田
邦
和
「
平
安
京
研
究
の
現
状
」
前
掲
注
（

）
同
氏
著
書
、
四

〜
七
頁
。

（

）
川
尻
秋
生
（
二
〇
一
一
）『
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
⑤
平
安
京
遷
都
』

一
八
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岩
波
新
書
、
二
七
頁
、
前
掲
注
（

）
佐
々
木
氏
著
書
、
二
七
頁
、
前

掲
注
（

）
平
良
氏
論
文
、
一
〇
八
頁
。
文
学
研
究
に
お
け
る
秋
山

虔
・
小
町
谷
照
彦
（
一
九
九
七
）『
源
氏
物
語
図
典
』
小
学
館
、
一
四

頁
、
倉
田
実
編
（
二
〇
一
五
）『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ド
平
安
大
事
典
│

図
解
で
わ
か
る
「
源
氏
物
語
」
の
世
界
│
』
朝
日
新
聞
出
版
、
九
頁
に

も
『
大
内
裏
図
考
証
』
に
掲
載
さ
れ
る
同
様
の
図
を
所
載
す
る
。

（

）
前
掲
注
（

）
井
上
氏
著
書
、
一
二
九
〜
一
三
二
頁
。
太
田
氏
の
研

究
の
特
徴
と
し
て
、
建
築
の
細
部
構
造
の
解
明
と
と
も
に
、
歴
史
分
析

の
浅
さ
・
不
徹
底
を
指
摘
す
る
。

（

）
鈴
木
亘
（
一
九
九
〇
）『
平
安
宮
内
裏
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出

版
。
橋
本
義
則
・
山
岸
常
人
（
一
九
九
一
）「
鈴
木
亘
著
『
平
安
宮
内

裏
の
研
究
』
を
読
む
」『
建
築
史
学
』
一
七
は
、
全
体
に
「
歴
史
的
に

意
義
付
け
を
行
お
う
と
す
る
観
点
そ
の
も
の
が
本
書
に
は
決
定
的
に
欠

落
し
て
」
い
る
と
い
い
、
そ
の
た
め
に
生
じ
る
、
史
料
の
誤
読
・
論
述

の
矛
盾
を
数
多
く
指
摘
し
て
い
る
。

（

）
前
掲
注
（
４
）
瀧
浪
氏
著
書
ｂ
、
七
〇
〜
七
六
頁
、
前
掲
注
（

）

同
氏
論
文
、
同
氏
「
大
内
裏
の
構
造
」（
前
掲
注
（
９
）『
平
安
京
提

要
』
第
二
章
第
一
節
）、
同
氏
「
大
内
裏
・
内
裏
の
構
造
」（
前
掲
注

（
９
）『
甦
る
平
安
京
』）、
前
掲
注
（
４
）
村
井
・
瀧
浪
両
氏
著
書
に
お

い
て
再
論
す
る
。

（

）
井
上
満
郎
（
一
九
九
三
）「
書
評
・
瀧
浪
貞
子
著
『
日
本
古
代
宮
廷
社

会
の
研
究
』」『
史
学
雑
誌
』
一
〇
二
│
三
。

（

）
前
掲
注
（

）
山
中
氏
論
文
、
一
四
五
〜
一
四
九
頁
。
同
（
二
〇
〇

一
）「
宮
城
の
改
造
と
「
北
苑
」
の
建
設
」
同
氏
著
『
長
岡
京
研
究
序

説
』
塙
書
房
、
九
四
頁
。
初
出
は
一
九
九
二
。

（

）
藤
本
孝
一
（
二
〇
〇
九
）「
都
城
拡
大
論
と
『
山
槐
記
』」
同
氏
著

『
中
世
史
料
学
叢
論
』
思
文
閣
出
版
。
初
出
は
一
九
九
四
。
と
く
に
平

城
京
と
長
岡
・
平
安
両
京
と
の
位
相
を
論
じ
て
お
り
、「
昔
」＝

平
城
京

と
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
一
五
〇
頁
注
７
・
注
１１
）。

（

）
山
田
邦
和
（
二
〇
〇
五
）「
平
安
京
」『
季
刊
考
古
学
』
九
三
。
さ
ら

に
同
氏
（
二
〇
〇
七
）「
平
安
京
の
条
坊
制
」『
奈
良
女
子
大
学
２１
世
紀

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集
Vol.
１６
都
城
制
研
究
（
１
）』、
八
六
頁
で
も

わ
か
り
や
す
く
再
論
す
る
。

（

）
前
掲
注
（

）
藤
本
氏
論
文
、
一
四
九
頁
。

（

）
高
橋
渡
（
一
九
七
四
）「
京
中
賑
給
に
つ
い
て
」『
史
叢
』
一
八
、
川

本
龍
市
（
一
九
八
七
）「
王
朝
国
家
期
の
賑
給
に
つ
い
て
」
坂
本
賞
三

編
『
王
朝
国
家
国
政
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
櫛
木
謙
周
（
二
〇
一

四
）「「
京
中
賑
給
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」『
日
本
古
代
の
首
都
と

公
共
性
│
賑
給
、
清
掃
と
除
災
の
祭
祀
・
習
俗
│
』
塙
書
房
、
初
出
は

一
九
八
七
な
ど
参
照
。

（

）
龍
福
義
友
（
一
九
九
五
）『
日
記
の
思
考
│
日
本
中
世
思
考
史
へ
の
序

章
│
』
平
凡
社
参
照
。

（

）
前
掲
注
（

）
川
本
氏
論
文
所
載
一
覧
表
（
一
九
一
〜
一
九
八
頁
）

参
照
。

（

）
山
田
邦
和
「「
前
期
平
安
京
」
の
復
元
」
前
掲
注
（

）
同
氏
著
書
所

載
「「
前
期
平
安
京
」
推
定
復
元
図
」（
八
〇
頁
）
参
照
。
初
出
は
二
〇

〇
二
。

（

）
前
掲
注
（

）
櫛
木
氏
論
文
、
四
九
〜
五
〇
頁
。

（

）『
本
朝
世
紀
』
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
九
日
条
。
臨
時
賑
給
の
施

行
は
、
条
毎
の
場
合
と
特
定
場
所
の
場
合
と
あ
る
が
、
こ
の
事
例
は
前

初期平安京について

一
九



者
で
あ
る
。
前
掲
注
（

）
川
本
氏
論
文
、
二
〇
一
頁
参
照
。

（

）
東
西
悲
田
院
の
場
所
に
つ
い
て
、
山
田
邦
和
「
左
京
と
右
京
」
前
掲

注
（
９
）『
平
安
京
提
要
』
第
三
章
に
よ
る
と
、
右
京
九
条
三
坊
の
南

部
に
悲
田
院
南
沼
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
悲
田
院
も
同
三
坊
内
に

存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
（
三
五
八
頁
）。
二
〇
一
四
年
に
は

左
京
九
条
三
坊
十
町
で
平
安
前
期
の
池
か
ら
「
悲
田
院
」
と
記
し
た
木

簡
が
出
土
し
て
お
り
（『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告

2013-15

平
安
左
京
九
条
三
坊
十
町
・
烏
丸
町
遺
跡
』
二
〇
一
五
）、
東

西
対
称
の
位
置
に
東
悲
田
院
も
存
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（

）「
悲
田
院
」
前
掲
注
（
９
）『
平
安
時
代
史
事
典
』
八
田
達
男
氏
執
筆

担
当
。

（

）
平
安
京
の
拡
大
を
め
ぐ
る
こ
の
箇
所
の
本
稿
に
お
け
る
解
釈
は
、
藤

本
氏
が
瀧
浪
説
を
訂
正
し
て
示
し
た
解
釈
に
よ
り
、
京
域
の
拡
大
を
と

も
な
う
（
も
と
よ
り
平
安
京
は
北
闕
型
）
と
考
え
る
。

（

）
尾
崎
積
興
『
江
家
次
第
秘
抄
』
に
は
「
一
条
北
辺
﹇
一
条
通
ヨ
リ
北

ノ
ヘ
ン
ト
也
。
東
ハ
愛
宕
寺
、
西
ハ
兵
衛
馬
場
、
北
ハ
右
近
馬
場
ニ
テ

給
ル
コ
ト
也
﹈」
と
い
う
。「
北
辺
」
を
一
条
大
路
の
さ
ら
に
北
の
辺
り

と
解
し
て
い
る
。

（

）『
民
経
記
』
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
二
月
一
七
日
条
。

（

）
前
掲
注
（
３
）
瀧
浪
氏
著
書
ａ
、
三
九
一
頁
。
前
掲
注
（

）
井
上

氏
書
評
、
一
一
四
頁
。

（

）
忠
親
は
福
原
京
造
営
に
関
与
し
、
都
城
計
画
を
考
え
る
当
事
者
で
も

あ
っ
た
。
前
掲
注
（

）
山
田
氏
論
文
も
参
照
。

（

）
喜
田
貞
吉
著
作
集
（
一
九
七
九
）
第
五
巻
『
都
城
の
研
究
』
平
凡
社
、

一
七
一
〜
一
七
二
頁
。
も
と
は
同
氏
（
一
九
一
五
）『
帝
都
』
日
本
学

術
普
及
会
、
二
九
一
〜
二
九
二
頁
。
長
岡
京
に
北
辺
部
の
存
在
が
明
ら

か
と
な
っ
た
現
在
、「
昔
」
が
平
城
京
を
さ
す
蓋
然
性
は
高
ま
る
と
考

え
ら
れ
、
留
意
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。

（

）
前
掲
注
（

）
藤
本
氏
論
文
も
ま
た
、
平
城
京
と
仮
定
す
る
な
ら
ば

瀧
浪
氏
の
よ
う
な
複
雑
な
試
論
を
考
え
る
必
要
は
な
く
な
る
と
い
う

（
一
五
〇
頁
注

）。

（

）
一
〇
世
紀
に
は
一
条
大
路
よ
り
北
に
貴
族
の
邸
宅
地
が
開
発
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
加
納
重
文
（
二
〇
一
一
）「
桃
園
」
同
氏
著

『
源
氏
物
語
の
平
安
京
』
青
�
舎
参
照
。

（

）
桃
崎
有
一
郞
（
二
〇
一
八
）『
平
安
京
は
い
ら
な
か
っ
た
│
古
代
の
夢

を
喰
ら
う
中
世
│
』
吉
川
弘
文
館
の
中
で
も
、
瀧
浪
氏
の
第
一
次
平
安

京
説
が
是
認
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
上
東
・
上
西
両
門
が
異
質

の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
第
二
次
平
安
京
の
産
物
で
あ
る
証
左
と
捉
え
る

瀧
浪
説
に
加
え
、
待
賢
門
（
当
初
は
建
部
門
）
の
別
称
「
中
御
門
」
に

着
目
す
る
。
そ
れ
は
そ
の
門
が
「
複
数
の
宮
城
門
の
�
真
ん
中
�
に
あ

っ
た
か
ら
と
考
え
る
し
か
な
」
く
、「
待
賢
門
が
「
中
御
門
」
と
命
名

さ
れ
た
時
、
上
東
門
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
や
は

り
大
内
裏
は
北
方
に
拡
張
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
」
と
い

う
（
一
一
九
〜
一
二
四
頁
）。
し
か
し
、「
中
」
は
「
間
」「
内
側
」
で

も
意
味
を
な
す
。
さ
ら
に
、
上
東
・
上
西
両
門
は
他
の
宮
城
門
と
別
扱

い
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
待
賢
門
は
宮
城
東
辺
の
三
つ
の
宮
城
門
の

間
に
あ
る
点
で
「
中
御
門
」
の
名
に
相
応
し
く
、
正
式
な
三
門
の
「
真

ん
中
」
と
も
い
え
る
。
よ
っ
て
、
待
賢
門
の
別
称
に
着
目
す
る
桃
崎
説

は
「
第
一
次
平
安
京
」
説
の
補
強
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（

）
前
掲
注
（
５
）
橋
本
氏
論
文
は
、
緻
密
な
論
証
と
大
胆
な
発
想
に
満

二
〇
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ち
た
論
考
で
あ
る
が
、
瀧
浪
氏
の
「
第
一
次
平
安
京
」
説
へ
の
論
及
に

は
問
題
を
残
す
。
橋
本
氏
自
身
も
瀧
浪
説
で
考
え
た
場
合
、
偉
鑒
門
と

内
蔵
寮
と
の
近
接
が
宮
の
構
造
的
に
不
自
然
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
位
置
関
係
を
合
理
的
に
示
す
発
掘
調
査
結

果
が
出
る
ま
で
は
、
瀧
浪
説
は
論
証
に
不
備
の
あ
る
学
説
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
橋
本
氏
は
、
瀧
浪
説
に
拠
る
と
成
立
当

初
の
平
安
京
の
中
心
が
大
極
殿
に
あ
た
り
、
こ
れ
も
ま
た
魅
力
的
な
結

論
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
、「
こ
れ
ら
の
こ
と
が
構
造
的
に
不
都
合
な

こ
と
で
な
い
な
ら
、
瀧
浪
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で

は
な
い
」
と
も
い
う
（
二
三
五
頁
注
３０
）。
し
か
し
、
考
古
学
の
発
掘

調
査
が
平
安
宮
・
京
研
究
を
着
実
に
進
展
さ
せ
て
き
た
研
究
史
に
鑑
み

れ
ば
、
瀧
浪
説
を
認
め
る
論
及
は
そ
れ
に
見
合
う
遺
構
が
確
認
さ
れ
た

時
、
そ
の
当
事
者
が
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
文
献
の
読
解
の
み
で
是

認
す
る
論
調
は
、
現
在
の
研
究
段
階
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
。

初期平安京について

二
一


